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プラスチック製マスクが海洋生態系へ悪影響を与えている

2プラスチック製マスクに代わる生分解性防護具が開発されている
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■ 2020年、突如として増加した海洋生態系への悪影響

● 2020年新型コロナウイルスの世界的パンデミックにより、生産された520億枚ものマスクのうち15億枚以上

の使い捨てマスクが世界中の海に流入したと推定された。（環境保護団体Oceans Asia発表）

● マスクの海洋流入は、それらを摂食した動物に餓死や中毒死を招くだけではなく、マスク自体がウイルスの

媒介物となって生態系に悪影響を与える可能性がある。

● 使い捨てマスクは紙ではなく一般的にはプラスチックが原料となっており、自然界で分解されるのには450

年を必要とする。

出典：Oceans Asia

出典：BBC NEWS JAPAN

香港に拠点を置く環境保護団体。経済活動が海洋生態系へ及ぼす影
響について調査を行っている。
プラスチック製マスクの使用増加が海に与える影響についての最新
レポートを発表した。

■ Oceans Asiaとは ■ マスクに覆われたサンゴ礁（フィリピン）



開発事例① CAN-MASK
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● 木質繊維100％を使用し、高機能なN95マスクに並ぶウイルス透過率をもつ生分解性のマスク。

● 医療用マスクの国際供給不足から、地産地消の調達製造にこだわり、従来品と同等の製造コストを実現。

● この技術を用いて世界各地でのマスクの供給が可能になる。

● 開発者はカナダのブリティッシュコロンビア大学の研究者。

■ 研究室の開発風景

出典：THE UNIVERCITY  OF BRITISH 
-COLUMBIA 

グラフ：東洋経済オンライン

■ 従来マスク素材別の粒子除去性能

■ 木の繊維から開発された生分解性マスク



開発事例② REELShield Flip, Plastic Free Flip-Up Visor
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■ 世界初、プラスチックを使わないフェイスシールド

● FSC認証紙・木材パルプを用いた、プラスチックフリーフェイスシールドが開発された。

● 従来品と同様の価格帯（日本円で約200円）で、サイズ調整など機能性も劣らない。

● 2020年2月からわずか2か月弱で、約7億4800万個がイギリスの医療従事者に配布された。

● 開発者はイギリス企業のリールブランド。

出典：DESIGN EXCHENGE, Reel shield Flip 出典：WWF

■ プラスチックフリーフェイスシールドと装着の様子

FSC®は、責任ある森林管理を世界に普及させること

を目的に設立された国際的な非営利団体。環境保全の

点から見て適切で、社会的な利益に適い、経済も継続

可能な、責任ある管理をされた森林や、林産物の責任

ある調達に対して認証を与える。

■ FSC認証とは
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■ 植物のでんぷんにより開発されたマスク

● トウモロコシ等の植物でんぷんによる糖を原料とするバイオマスプラスチック、ポリ乳酸の糸で製造。

● 希望小売価格は1枚590円（税込）。 洗って繰り返し利用することが可能。

● 世界的なマスク不足もあり、南米やアフリカなどの一般市民に提供するクラウドファンディングを開始し、

マスク寄贈10万枚を目標とするソーシャル・プロジェクト「Bridge.」を立ち上げた。

● 日本企業の株式会社TBMが開発。空気中のウイルス飛沫、花粉の侵入をブロックするものではない。

出典：株式会社TBM

■ 「Bridge.」 プロジェクト

開発事例③ Bio Face Lite

■ 肌に優しい弱酸性



生分解性＝海洋生分解性ではない
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■ 現在の生分解性の実情

● 生分解性とはすべての海洋下で分解可能な性質を指す訳ではない。木質にはリグニンという難分解性物質が

含まれていたり、ポリ乳酸はコンポストでしか分解されない等、海洋下において生分解性を発揮しにくい。

● 国連環境計画による2015年の報告では、生分解性材料は海洋プラごみ問題の解決には寄与しないと述べてい

る。理由として海洋下での分解速度の他、消費者のポイ捨てを助長する可能性も示唆している。

● 海洋下は、塩分濃度が高く、水温が不均一で微生物濃度が低い。生分解性で一括りにまとめるのではなく、

段階的な認証制度で開発素材を海洋環境と同条件での実験実証することが不可欠である。

■ 国内の海洋生分解性プラスチック開発・導入普及ロードマップ

表：経済産業省 ニュースリリース（2020年5月）を参考に筆者作成

紙
・

木質パルプ
ポリ乳酸

プラスチック

コンポスト ○ ◎ ×

土壌環境 ○ △ ×

淡水環境 ○ △ ×

海洋環境 △ × ×

■ 生分解性マスクの環境下別 分解性の評価

難

2019年 2020年 ～2025年 ～2030年 ～2050年

海洋生分解機
能の信頼向上

課題整理 生分解機能評価の充実に向けた
試験研究

量産化への施
設拡大とコス

ト改善

量産能力の増強

生分解性プラスチック製造のバイオプロセスの改善

複合素材技術
開発による多

用途化

セルロースナノファイバー等のコスト削減、
複合方の加工性の向上

革新的素材の
研究開発

革新的素材の創出に向け海洋生分解性メカニズム解明

生分解コントロール機能の付与

新たな微生物の発見

海洋生分解性メカニズムを応用し
た革新的素材の創出

表： Nature3Dを参考に筆者作成

処理環境を選ぶならば、分解性に関わらず適正な収集運搬を要する
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